
１月２７日

ボーイングの受注拡大で
恩恵のある日本企業
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ボーイングは“純国産機”

欧米の航空機業界の受注や売上高などが順調に推移している。コロナ禍からの脱却に加えて、
ビジネス需要などが活発化していることが背景だ。特に世界最大級の米航空機メーカーである
ボーイング社の機体は日本製が多く使われており、関連企業の業績に寄与する可能性が高まりつつある。

アナリストによれば「ボーイングの中型機『７８７』は、機体構造の約３５％が日本製。純国産機
ともいえるシェアとなっている」のだそうだ。小型の７３７型機、大型の７７７型機についても、
日本製部品が多く使われている。
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２２年受注は前年比６割増

ボーイング社は１月１０日に、２０２２年の受注が前年比約６割増の７７４機だったと発表した。

ネット受注（新規受注からキャンセルを差し引いた機数）で、これは２０１８年以来の高水準と
いう。納入（民間機引き渡し数）は同４割増の４８０機だった。特に小型機「７３７ＭＡＸ」が
好調で、納入機の約８割を占めたという。

７３７ＭＡＸは１８～１９年に２度の墜落事故が発生し、航空会社が運航を停止する事態と
なった。コロナ禍も重なり受注が急減して経緯がある。２０年に納入機数は１５７機にとどまった。
２０年に米連邦航空局（ＦＡＡ）の承認を受けて運航を再開。接合部に不具合で一時出荷が停止と
なっていた「７８７」も再開されている。コロナ一巡での旅行需要の回復もあり、航空会社からの
受注が急増している。株価（ＢＡ）も右肩上がり。
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中長期的な展望も明るい

ボーイング社は２２年１１月に開催された投資家イベントで増産を表明している。アナリストによれば２５年
～２６年に７８７型機を月産１０機（２２年９月時点で５機未満）、７３７型機を同５０機（同３１機）に
増やす計画とみられる。

ボーイングは２２年７月に航空市況予測（ＣＭＯ）を発表したが、それによると今後２０年間（２２年～
４１年）の民間航空機の新造機需要は４万１１７０機としている。各国や地域のコロナ禍からの規制緩和により、
国際旅客需要が回復・増加傾向にある。なお、ロシア向けについては、ウクライナ侵攻に対する航空機輸出に
対する制裁措置により、見通しには含まれていないもよう。

４万１１７０機の内訳は単通路機（飛行機内部の通路が一つの小型機）３万８８０機、ワイドボディ機が
７２３０機、貨物機が９４０機、リージョナルジェットが２１２０機となっている。また、今後２０年間の
航空機の納入と関連する商業サービスは金額にして１０兆８０００億ドル（約１４００兆円）に達する見通し。
世界の航空機保有機数は、２０４１年までにコロナ前の２０１９年比で８０％増になると予測している。
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関連銘柄筆頭は東レ（３４０２）

日本企業に既に動きも出始めている。１月

１４日付の日本経済新聞によれば、東レ

（３４０２）が２０２５年度までに米国や

韓国、フランスにある炭素繊維複合材料

（ＣＦＲＰ）の製造拠点の生産能力を増強

すると報じられている。投資額は１０００

億円で、航空機向けの需要回復に対応する。

炭素繊維複合材は強度が鉄の１０倍で、剛性

は７倍、重さが４分の１。強くてしなやかで

軽い。しかも錆びない。東レは２００６年に

ボーイングと独占供給契約を結び、

「７８７」の構造材に全面採用されている。
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和島さん注目銘柄～ 東レ(3402)

岡三ネットトレーダーWEB2より引用
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ジャムコはラバトリーを独占供給

ジャムコ（７４０８）

ボーイング向けにラバトリー（化粧室）を独占供給。世界シェアは５０％（中大型機）。他社を

含め、大手航空会社のファーストクラス用の豪華化粧室も手掛けている。

航空機向けギャレー（厨房設備）でも世界大手。国内外１００社超の納入実績。ボーイングや

エアバス機向けなどにも供給。限られたスペースでクルーが効率よく使いこなせるデザイン、耐久性を

要求される。また、航空機部品の絶対条件である「軽量」、「難燃」という条件をクリア。
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ジャムコＨＰ ファーストクラス用
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和島さん注目銘柄～ ジャムコ(7408)

岡三ネットトレーダーWEB2より引用
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その他の関連企業

大阪チタニウムテクノロジー（５７２６）、東邦チタニウム（５７２７）

航空機の機体やエンジン部品に使われる高品質スポンジチタンの世界大手。世界大手のロシア産の代替需要にも期待感。

大同特殊鋼（５４７１）

自由鍛造品と呼ぶオーダーメードで作る鍛造品の売上高が拡大傾向。ボーイング向けにはエンジンシャフトが「７８７」の全機に搭載されている。

三菱重工業（７０１１）

ボーイング「７８７」向け複合材主翼、「７３７」には内側フラップ（可動翼）などを供給。エアバス向けにはエンジン用の燃焼器などを手掛けている。

ＳＵＢＡＲＵ（７２７０）

水平尾翼昇降舵

ナブテスコ（６２６８）

アクチュエーター（姿勢制御装置）
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和島さん注目銘柄～ 大同特殊鋼(5471)

岡三ネットトレーダーWEB2より引用
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